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令和５年度津波対策訓練を実施します 

今年は、関東大震災の発生から 100 年目を迎える節目の年です。過去の甚大な震災・津

波被害を教訓に、さらなる意識高揚の機会とするとともに、地震発生時における身の安全確

保、津波からの避難行動の確認など、地震防災対策の普及啓発の強化を図ります。 

また、神奈川県及び鎌倉市と共催で訓練を実施し、同時刻での地震発生に伴う訓練開始と

なります。 

想定は、相模湾を震源としたＭ８クラスの大地震により、最大クラスの津波が発生、津波

災害警戒区域内や周辺の地域住民及び海浜利用者を対象に、津波災害警戒区域外及び津波避

難ビル又は高台まで実際に避難行動を行うなど、避難経路や避難先の状況等を「津波避難マ

ップ」などを用いて確認します。「津波避難マップ」は、津波災害警戒区域内の自治会・町内

会ごとに作成しており、昨年度更新したものを今回初めて使用します。 

その他、大津波警報を視覚的にも伝達するため、協力施設にて大型「津波フラッグ」の掲

出及び災害対策本部の対応訓練において、緊急的に警戒会議を開催し各地域の避難状況等を

把握します。 

 

１ 日 時 

  ２０２３年(令和５年)１１月５日(日) 午前９時 30分から午前 10時まで（荒天中止） 

２ 訓練対象地域 

  片瀬地区（江の島を除く）、鵠沼地区及び辻堂地区で津波災害警戒区域及びその周辺地域 

  ※災害対策本部対策訓練は、市役所本庁舎７階災害対策本部室で実施【取材可能】 

３ 訓練対象者 

  訓練対象地域にお住まいの方々及び海浜利用者等 

４ 市民への情報伝達                            

防災行政無線、防災ラジオ及びレディオ湘南 FM放送により、情報の伝達を行う 

 

※詳細は津波対策訓練実施計画及び別添イメージ図を参照願います。 

取材につきましては、問い合わせ先担当までご連絡ください。 



                           ２０２３年１０月１１日現在  

                      １ 

 

令和５年度津波対策訓練実施計画 

 

１ 目 的 

  関東大震災から１００年の節目にあたり、過去の甚大な津波被害を教訓に、さらなる意

識高揚の機会とするとともに、地震発生時における身の安全確保及び津波からの避難行動

の確認、また、避難状況等の迅速な把握や情報収集体制の確立など、津波災害対策の強化

を目的とする。 

 

２ 日 時 

  ２０２３年（令和５年）１１月５日（日） 

午前９時３０分から１０時００分まで（荒天中止） 

     

３ 実施対象地域 

  片瀬地区（江の島を除く）、鵠沼地区及び辻堂地区で「相模トラフ沿いの海溝型地震西

側モデル」の津波災害警戒区域及びその周辺地域。 

※令和５年度は神奈川県及び鎌倉市との共催 

 

４ 訓練対象 

（１）実施対象地域(片瀬、鵠沼、辻堂)居住者 

（２）海浜利用者 

（３）関係機関等 

（４）実施対象地域内に立地する津波避難ビル等 

（５）災害対策本部（災害対策警戒会議） 

（６）実施対象地域(片瀬、鵠沼、辻堂)の地区防災拠点本部 

 

５ 訓練想定 

（１）１１月５日（日）午前９時３０分、相模湾を震源とした M８クラスの大地震が発生

し、それに伴い気象庁は「相模湾・三浦半島」に大津波警報を発令（午前９時３３分）、

津波の第一波は１０分以内に本市に到達すると発表した。 

                    

６ 訓練項目 

（１）地震・津波情報伝達訓練（シェイクアウト） 

津波災害警戒区域及びその周辺において、午前９時３０分、防災行政無線で震度６強 

の地震発生(震度速報)を放送、ただちに１分間身の安全確保行動を行い、午前９時３３ 

分、大津波警報の放送及び防災ラジオにて緊急割込み放送を実施する。 
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（２）津波避難行動訓練 （予定：避難目標５７箇所、従事職員１３９人）       

大津波警報（サイレン）の放送後、地域住民は速やかに避難経路を通り、避難目標ま 

で避難をする。避難目標に到達後、従事職員に自治会名等を報告する。また、海浜利用 

者は護岸及びサイクリングロード等までの避難をする。 

都合により訓練実施日に参加する事ができない市民等は、各自で１０月２１日（土）

から１１月５日（日）までに避難経路等の確認などを実施し、その結果を二次元コード

によるアンケートで回答する。 

（３）津波避難ビル受け入れ訓練 

大津波警報放送後、避難目標の津波避難ビルは、速やかにオートロック等の解錠を 

実施する。また、スロープのある施設では車いす等の受け入れを検証する。  

（４）津波フラッグ掲出訓練 

   大津波警報放送後、津波フラッグ掲出協力施設（江の島アイランドスパ（検証中）、

津波避難タワー、新江ノ島水族館、鵠生園）において掲出する。   

（５）災害対策本部対応訓練（災害対策警戒会議） 

   災害対策本部を設置した後、災害対策警戒会議を開催し、江の島高所カメラ等によ

り津波からの避難状況や津波避難ビルの受け入れ状況、津波フラッグの掲出等を確認

する。 

 

 ※ 物資輸送訓練（神奈川県） 

   江の島湘南港において、神奈川県により物資輸送訓練の実施。（藤沢市職員及び藤沢

市消防団対応） 

  

７ 事前広報等 

（１）防災行政無線（お知らせ） 

１回目午前９時００分、２回目午前９時１０分、３回目午前９時２０分 

（２）立て看板 

国道１３４号線海浜入口等１３か所に設置。 

（３）ＦＭ（レディオ湘南） 

   市職員による取材コーナー番組等を活用して事前広報を実施する。 

また、訓練当日には、防災ラジオへの緊急割り込み放送の訓練実施を踏まえ、津波避

難行動訓練の紹介などを割り込み放送前後に実施する。（調整中） 

（４）ＣＡＴＶ（Ｊ：ＣＯＭ湘南・神奈川） 

   ケーブルテレビの市広報番組内で、テロップ等による事前広報を実施する。（調整中） 

（５）デジタルサイネージ 

   本庁舎及び辻堂駅改札前に設置されているデジタルサイネージを活用して、事前広報

を実施する。 

（６）広告ステッカー 

公用車（起震車及び軽自動車等）に訓練案内ステッカーを貼付して、事前周知を行う。 
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（７）市民・地域住民への周知 

訓練実施対象地区での各種訓練や説明会の機会を利用して、チラシの配布を行う。 

また、広報ふじさわ１０月２５日号、片瀬、鵠沼、辻堂地区の各自治会・町内会回覧

や各戸配布及び市ホームページ等を活用した広報を行う。（訓練参加自治会については、

津波避難訓練の説明会を８月に実施する予定。） 

（８）藤沢記者クラブへプレスリリースを行う。 

 

８ 協力団体（調整中） 

（１）神奈川県藤沢警察署 

（２）神奈川県藤沢土木事務所 

（３）藤沢市消防局 

（４）藤沢市消防団 

（５）株式会社湘南なぎさパーク 

（６）株式会社新江ノ島水族館 

（７）社会福祉法人上村鵠生会（特別養護老人ホーム鵠生園） 

（８）特定非営利活動法人西浜サーフライフセービングクラブ 

（９）特定非営利活動法人サーフ９０藤沢ライフセービングクラブ 

（10）藤沢市サーフィン協会 

（11）藤沢エフエム放送株式会社（レディオ湘南） 

（12）株式会社ジェイコム湘南・神奈川（Ｊ：ＣＯＭ湘南・神奈川） 

(13) 神奈川県立辻堂海浜公園 

(14) 学校法人湘南白百合学園（小学校・幼稚園） 

(15) 学校法人藤嶺学園鵠沼高等学校 

(16) 学校法人湘南学園 

(17) 学校法人湘南工科大学 

(18) 株式会社ヘルスプラン（湘南メディカルビル） 

(19) 株式会社ベネッセスタイルケア（リハビリホームグランダ鵠沼・藤沢） 

（20）ＮＴＴアーバンバリューサポート（株）（ウエリスオリーブ鵠沼松が岡） 

（21）その他津波避難ビル各管理組合 

 (22) 総務省消防庁消防研究センター 

 

９ 関係機関（事前周知のみ） 

海上保安庁湘南海上保安署、神奈川県企業庁藤沢水道営業所、神奈川県横浜水上警察

署、東日本旅客鉄道株式会社、小田急電鉄株式会社、江ノ島電鉄株式会社、湘南モノレ

ール株式会社、公益社団法人藤沢市観光協会、江の島振興連絡協議会、江の島片瀬漁業

協同組合、藤沢市漁業協同組合、湘南藤沢マリン連盟、ＰＷ安全協会関東地方本部神奈川

支部、藤沢市ヨット協会、日本サーフィン連盟湘南藤沢支部、日本ウインドサーフィン協



4 

 

会、京浜急行バス株式会社、株式会社江ノ電バス、神奈川中央交通東株式会社、ＥＭＣ

江の島モーターボートクラブ、一般社団法人江の島ヨットクラブ、小田急ヨットクラブ、

江島神社、藤沢市商店会連合会、鵠沼ビーチクリーンクラブ、江の島遊覧船（べ

んてん丸）、社団法人神奈川県タクシー協会相模支部、国道１３４号線沿線の

店舗等、株式会社湘南える新聞社､株式会社湘南よみうり新聞社､株式会社タウンニ

ュース社、その他 

 

１０ その他 

荒天等による訓練中止決定については、当日の午前７時３０分までに決定し、防災行政    

無線等により周知する。 

    

以 上 



⑤ 災害対策本部対応訓練
江の島高所カメラの画像で、
海岸や津波避難ビルの避難
状況や津波フラッグの掲出
状況を確認する。

④ 津波フラッグ掲出訓練
協力施設で津波フラッグを
掲出
・津波避難タワー
・新江ノ島水族館
・鵠生園
・江の島アイランドスパ

（検証中）
③ 津波避難ビル受入訓練
訓練使用の協力を得られる施
設において、避難者の受け入
れを行う。
例）・湘南メディカルビル
・新江ノ島水族館
・鵠南小学校

スロープのある施設では車い
す等の受け入れを検証。
・辻堂市民センター
・フジ鵠沼店

・湘南白百合幼稚園

② 津波避難行動訓練
防災行政無線の大津波警報の
サイレンを聞き、地域住民や
海浜利用者は避難行動をとる。

① 地震・津波情報伝達訓練
防災行政無線の大津波警報の
サイレンの吹鳴及び防災ラジ
オへの緊急割込み放送を実施
し、身の安全確保行動を行う。

令和５年度津波対策訓練イメージ図

辻堂市民センター 湘南メディカルビル

江の島アイランドスパ

江の島高所カメラ

藤沢市役所７Ｆ

フジ鵠沼店

鵠南小学校

湘南白百合幼稚園

2023年10月11日時点

鵠生園

津波避難タワー

新江ノ島水族館


